
　
三
年
間
に
わ
た
り

マ
ス
ク
生
活
等
を
強

い
て
き
た
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
、

少
し
ず
つ
制
限
や
制

約
が
緩
和
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
春
爛
漫
の

四
月
八
日
（
土
）、
新
制
服
に
身
を
包
ん

だ
新
入
生
三
四
七
名
を
迎
え
て
入
学
式
を

行
い
、
二
年
生
二
八
五
名
、
三
年
生
二
四

一
名
を
加
え
た
全
校
生
徒
八
七
三
名
（
男

子
五
七
二
、
女
子
三
〇
一
）
は
、
十
日
の

始
業
式
を
経
て
男
女
共
学
の
下
に
令
和
五

年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
男
女
共
学
化
に
つ
い
て
は
、
長
い

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
本
校
に
と
っ
て
画
期

的
な
転
換
点
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

導
入
に
向
け
て
は
教
育
の
質
を
保
証
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、『
男
女
が
性
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
由
に
活
躍
で
き
る
場
の
創
造
』

『
教
育
活
動
の
効
率
化
の
推
進
』
等
を
導

入
根
拠
に
据
え
て
協
議
を
重
ね
て
実
施
に

至
り
ま
し
た
。
年
度
当
初
に
は
不
安
が
無

か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
生
徒
の
表
情
や
言
動
か

ら
安
心
感
は
増
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
六

月
中
旬
に
全
科
・
全
学
年
の
学
習
活
動
の

様
子
を
参
観
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

生
徒
は
こ
ち
ら
の
期
待
通
り
で
、
概
ね
集

中
力
を
発
揮
し
て
授
業
に
臨
み
、
一
人
学

び
に
黙
々
と
取
り
組
ん
だ
り
、
グ
ル
ー
プ

で
教
え
合
っ
た
り
の
光
景
を
見
て
微
笑
ま

し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
教
室
内

の
男
女
共
学
に
違
和
感
は
な
く
、
男
女
が

自
由
に
活
躍
で
き
る
場
が
創
造
さ
れ
て
い

る
」
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
ま
さ
し
く
、

新
た
な
船
出
は
滑
ら
か
で
あ
る
と
確
信
し

ま
し
た
。
改
め
て
、
男
女
共
学
に
よ
り
授

業
が
活
性
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
喜

び
、
今
後
い
っ
そ
う
進
展
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
年
度
も
生
徒
は
日
常
の

学
び
を
通
し
て
奮
闘
し
、
そ
の
努
力
が
成

果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
画
が
高

く
評
価
さ
れ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
の
愛

知
県
代
表
に
選
出
さ
れ
、
三
年
連
続
で
出

場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
品

制
作
等
で
大
変
な
作
業
が
続
き
ま
し
た

が
、
大
会
で
は
苦
労
が
報
わ
れ
る
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
科

で
は
、
長
野
県
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技

大
会
に
出
場
し
、
団
体
二
位
、
個
人
二
位

に
そ
れ
ぞ
れ
輝
き
、
二
年
連
続
で
北
信
越

大
会
と
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
手
に
し
ま

し
た
。
北
信
越
大
会
で
は
団
体
六
位
、
個

人
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
調

理
師
科
は
久
し
ぶ
り
に
調
理
実
習
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
来
校
さ
れ
た
中
学
校

の
先
生
は
、
生
徒
の
成
長
し
た
姿
と
確
実

男
女
共
学
化
元
年

〜
新
た
な
船
出
は

滑
ら
か
に
〜

校
　長
　小
林
　
義
孝

に
技
術
が
向
上
し
て
い
る
様
を
目
の
当
た

り
に
さ
れ
、「
元
気
な
姿
、
頑
張
っ
て
い

る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感

想
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
継
続

は
力
な
り
」
の
言
葉
通
り
に
、
今
後
も
生

徒
が
好
き
な
こ
と
・
得
意
な
こ
と
に
精
進

を
重
ね
、
た
く
さ
ん
の
う
れ
し
い
報
告
が

届
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、教
職
員
一
同
は
教
師
力
（
指

導
の
力
・
人
格
の
力
・
管
理
の
力
）
を
よ

り
確
か
な
も
の
と
す
べ
く
精
進
を
重
ね
、

目
標
に
向
か
っ
て
歩
を
進
め
る
生
徒
を
支

援
し
て
、
他
者
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
山
本

学
園
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
保
護

者
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

脱
コ
ロ
ナ
社
会
で

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

教
育
後
援
会
会
長

松
井
　
将
吾

顧
問

山
本
　
直
明
（
理
事
長
）

小
林
　
義
孝
（
校
長
）

中
村
　
大
輔
（
前
年
度
会
長
）

会
長 

 

松
井
　
将
吾
（
Ｐ
）

副
会
長 

 

田
中
　
辰
典
（
Ｐ
）

安
藤
　
有
夏
（
Ｐ
）

松
浦
　
良
昭
（
副
校
長
）

監
査 

 

上
西
　
和
也
（
Ｐ
）

西
﨑
　
修
（
教
頭
）

書
記 

 

田
島
　
義
久
（
Ｔ
）

渡
並
　
倫
子
（
Ｔ
）

会
計 

 

伊
藤
　
友
和
（
事
務
局
）

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
長

松
井
　
将
吾
（
Ｐ
）

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
長

安
藤
　
有
夏
（
Ｐ
）

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
長

上
西
　
和
也
（
Ｐ
）

　
令
和
五
年
四
月
五
日
（
水
）
に
山
本

学
園
三
号
館
西
館
三
階
北
側
教
室
に
お

い
て
、
令
和
五
年
度
生
徒
会
役
員
認
証

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
末

に
生
徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
左
記

の
生
徒
が
生
徒
会
役
員
に
就
任
し
ま
し

た
。

会
　長

安
藤
　
咲
良
（
井
郷
中
）

副
会
長

宇
野
　
太
喜
（
末
野
原
中
）

副
会
長

髙
木
　
翔
大
（
福
岡
中
）

書
　記

矢
野
　
李
緒
（
雁
が
音
中
）

書
　記

桑
高
　
深
緒
（
成
岩
中
）

会
　計

李
　
　
汰
樹
（
前
林
中
）

会
　計

成
田
　
愛
琉
（
岡
崎
北
中
）

会
　計

山
内
　
　
奏
（
若
園
中
）

会
　計

鈴
木
　
治
希
（
吉
良
中
）

生
徒
会
役
員
認
証
式

　
六
月
十
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
「
第
三

十
四
回
長
野
県
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競

技
大
会
」
に
本
校
生
徒
四
名
が
緑
誠
蘭
高

等
学
校
の
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
八
日
（
土
）に
開
催
さ
れ
た

「
第
二
十
九
回
全
商
北
信
越
地
区
高
等
学

校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
」
に
も
参
加
し
ま

し
た
。北
信
越
地
区
大
会
へ
の
出
場
は
昨

年
度
に
続
い
て
の
出
場
で
し
た
が
、
貴
重

な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ

ら
に
、
八
月
三
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た

「
第
七
十
回
全
国
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競

技
大
会
」
に
も
、
本
校
生
徒
一
名
が
個
人

の
部
で
の
出
場
を
決
め
、
参
加
し
ま
し

た
。結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

第
三
十
四
回

　長
野
県
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会

団
体
の
部

　
第
二
位
　
緑
誠
蘭
高
等
学
校

大
見
　
香
花
（
安
城
北
中
）

佐
羽
尾
真
優
（
御
津
中
）

李
　
　
汰
樹
（
前
林
中
）

鈴
木
　
拓
斗
（
碧
南
中
央
中
）

個
人
の
部
　

　
第
二
位
　
大
見
　
香
花
（
安
城
北
中
）

第
二
十
九
回
全
商
北
信
越
地
区

　高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会

団
体
の
部

　
第
六
位
　
緑
誠
蘭
高
等
学
校

大
見
　
香
花
（
安
城
北
中
）

佐
羽
尾
真
優
（
御
津
中
）

李
　
　
汰
樹
（
前
林
中
）

鈴
木
　
拓
斗
（
碧
南
中
央
中
）

個
人
の
部
　

　
第
三
位
　
大
見
　
香
花
（
安
城
北
中
）

第
七
十
回

　全
国
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会

全
国
大
会
出
場大

見
　
香
花
（
安
城
北
中
）

本
校
卓
球
部
が
過
去
最
大
の
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
四
月
二
十
九
日（
土
・
祝
）に

開
催
さ
れ
た
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
西
三
河
予
選
で
第
二
位
と
い
う
結
果

を
残
し
ま
し
た
。後
日
行
わ
れ
た
ダ
ブ
ル

ス
に
て
下
村
、佐
藤
組
が
三
位
入
賞
、両
選

手
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
県
大
会
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、
ま
だ
満
足
せ
ず

に
頂
点
を
目
指
し
て
練
習
を
続
け
、
遂
に

七
月
に
行
わ
れ
た
西
三
河
地
区
高
等
学
校

卓
球
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
佐
藤
選
手

卓
球
部
の
活
躍

令
和
5
年
度

　
　
教
育
後
援
会
役
員

全
国
高
等
学
校

　
　
　
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会

　
令
和
五
年
度
教
育

後
援
会
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

去
る
四
月
八
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た

入
学
式
に
来
賓
と
し
て
参
列
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
先
生
方
を
は
じ
め
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
な
入
学
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
の
入
学
式
に
参
加
す

る
姿
は
、
と
て
も
立
派
で
頼
も
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

五
月
八
日（
月
）に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
二
類
か
ら
五
類
へ
移
行
さ

れ
、
活
動
制
限
も
徐
々
に
収
束
し
、
新
た

な
生
活
様
式
で
の
社
会
活
動
が
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
こ
こ
数
年
は
様
々
な

活
動
に
制
限
が
あ
り
、
行
事
が
中
止
に

な
っ
た
り
、
厳
し
い
制
限
の
中
行
わ
れ
た

り
と
、
思
う
よ
う
な
学
校
生
活
が
送
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
よ
う
な
制
限
が
緩

和
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
や
り
た
い
こ
と
を
実

現
し
て
い
く
機
会
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
一
度
し
か
な
い
高
校
生

活
、
三
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
こ

の
山
本
学
園
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
吸

収
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

最
後
に
、
教
育
後
援
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
先
生
方
の
支
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
、
安
全
に
過

ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を
精
一
杯
務
め
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
は
毎
月
一
が
付
く

日
に
「
一
円
玉
募
金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
四
年
度
は
年
間
合
計
で
三
二
八
一
八

円
、
令
和
五
年
度
は
一
学
期
合
計
で
一
◯

◯
三
八
円
集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、年
度
末

に
は「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」を
行
い
ま
し

た
。自
作
の
募
金
箱
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
が
下
校
時
に
声
掛
け
を
し
、

三
日
間
で
一
四
六
◯
二
円
集
ま
り
ま
し

た
。集
め
た
募
金
は
日
本
赤
十
字
社
や
知

立
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
等
へ
寄
付
を
し
、
毎
年
日
本
赤

十
字
社
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

青
少
年
赤
十
字
感
謝
状

本
校
は
昭
和
二
十
八
年
に
「
山
本
洋
裁

研
究
所
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
開
校
し

て
か
ら
女
子
校
と
し
て
教
育
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
四
年
に
「
山
本

学
園
情
報
文
化
専
門
学
校
」
へ
の
改
称
を

機
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
科
男
女
を
設
置
し
て
三

号
館
で
男
子
生
徒
の
受
け
入
れ
を
始
め
ま

し
た
。
昨
年
度
ま
で
は
、
男
子
部
・
女
子

部
に
分
か
れ
て
、
一
部
の
行
事
や
特
別
活

動
を
除
き
、
授
業
な
ど
の
普
段
の
学
校
生

活
は
男
女
別
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
全
科
完
全
男
女

共
学
化
と
な
り
、
す
べ
て
の
校
舎
に
男
女

生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
創
立
七
十
年

を
目
前
に
し
て
、
学
園
が
歴
史
的
に
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

一
年
生
に
と
っ
て
は
、
共
学
は
中
学
校

と
変
わ
ら
な
い
と
は
言
え
、
同
じ
ク
ラ
ス

内
に
男
女
が
い
る
こ
と
で
お
互
い
が
意
識

し
て
い
た
た
め
か
、
昨
年
度
に
比
べ
て
学

期
初
め
は
元
気
が
足
り
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て

各
ク
ラ
ス
と
も
に
徐
々
に
活
気
が
見
ら

れ
、
男
女
で
の
交
流
も
活
発
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
生
は
、
今
年

度
か
ら
男
女
が
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
の

で
、
一
年
生
以
上
に
特
に
割
合
の
少
な
い

女
子
生
徒
に
戸
惑
い
が
あ
る
と
予
想
し
ま

し
た
が
、
む
し
ろ
男
子
が
女
子
に
遠
慮
を

し
て
女
子
が
伸
び
伸
び
と
生
活
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
に
実
施
さ
れ
た
体
育
祭
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
男
女
別
の
ク
ラ
ス
対
抗

か
ら
全
校
ク
ラ
ス
を
二
チ
ー
ム
に
分
け
た

赤
青
対
抗
に
変
わ
り
、
男
女
混
合
種
目
も

あ
り
、
男
女
の
協
力
が
各
所
で
見
ら
れ
る

行
事
と
な
り
ま
し
た
。

調
理
師
科
の
実
習
授
業
で
は
、道
具
や

食
材
を
運
ぶ
な
ど
の
力
を
必
要
と
す
る
作

業
を
男
子
生
徒
が
積
極
的
に
務
め
、男
子

が
比
較
的
苦
手
な
繊
細
な
作
業
は
女
子

生
徒
が
務
め
る
な
ど
、互
い
の
特
性
を
生

か
し
た
分
業
が
で
き
、実
習
の
作
業
効
率

も
上
が
り
ま
し
た
。他
の
教
科
で
も
、先

生
方
が
心
配
を
し
な
が
ら
準
備
・
計
画
を

し
て
授
業
に
臨
ん
だ
も
の
の
、今
の
と
こ
ろ

は
問
題
な
く
、む
し
ろ
活
気
と
緊
張
感
の

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
授
業
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
お
い
て
、Ｈ

Ｒ
経
営
・
教
科
指
導
・
進
路
指
導
・
生
徒

指
導
な
ど
様
々
な
面
で
今
ま
で
あ
ま
り

起
き
な
か
っ
た
性
差
に
関
わ
る
問
題
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
教

員
は
、性
差
を
必

要
以
上
に
意
識
す

る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
て
お
互

い
を
高
め
合
い
、男

女
共
学
化
が
生
徒

に
と
っ
て
も
学
園

に
と
っ
て
も
未
知

の
領
域
を
切
り
開

く
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

男
女
共
学
化
に
な
っ
て

「
第
二
十
二
回
全
国
高
等
学
校
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
選
手
権
大
会
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
甲
子
園
２
０
２
３
」
が
八
月
二
十
七
日

（
日
）、青
森
県
弘
前
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
２
０
２
３
」

は
、
弘
前
商
工
会
議
所
・
青
森
県
ア
パ
レ

ル
工
業
会
・
青
森
県
弘
前
市
が
開
催
す
る

次
世
代
の
若
者
の
人
材
育
成
等
を
目
的
と

し
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
。

全
国
三
十
六
都
道
府
県
九
十
七
校
一
八

一
◯
点
の
デ
ザ
イ
ン
画
の
中
か
ら
、
本
校

二
年
安
藤
愛
華
・
石
田
佑
実
の
チ
ー
ム「
カ

レ
ー
う
ど
ん
」が
一
次
審
査
を
通
過
し
、
愛

知
県
代
表
と
し
て
最
終
審
査
に
臨
み
ま
し

た
。作
品
テ
ー
マ
は「
不
職
」で
、
デ
ザ
イ
ン

者
の
安
藤
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
「
社
会
で

生
き
る
大
人
の
姿
」
を
独
創
的
に
表
現
し

ま
し
た
。

最
終
審
査
会
に
は
全
国
か
ら
三
十
五

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
審
査
結
果
は
苦
労
が

報
わ
れ
入
選
と
な
り
ま
し
た
。高
校
生
ら

し
い
華
や
か
で
瑞
々
し
い
作
品
が
多
い

中
、
社
会
問
題
を
提
起
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
テ
ー
マ
の
プ
レ
ゼ
ン
は
異
色
を
放
ち
、

多
く
の
人
の
心
と
記
憶
に
強
く
深
く
残
っ

た
、と
評
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場安

藤
　
愛
華
（
豊
川
南
部
中
）

石
田
　
佑
実
（
井
郷
中
）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園２

０
２
３

が
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
、
下
村
選
手
が
三

位
入
賞
し
、
強
豪
選
手
ひ
し
め
く
西
三
河

の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。さ
ら
に
は
八
月

二
十
三
日（
水
）に
行
わ
れ
た
私
学
祭
体
育

大
会
に
お
い
て
も
優
勝
を
果
た
し
、
遂
に

愛
知
県
私
学
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。平

成
二
十
八
年
の
初
出
場
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
伴
う
二
回
の
中
止
を
挟
み
六
回
目
の

出
場
で
の
念
願
の
初
入
賞
、
初
優
勝
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
に
開
催
さ
れ
た
中
部
日
本

選
手
権
で
は
下
村
、
佐
藤
の
両
選
手
が
県

か
ら
推
薦
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
選
手
が
県
予

選
を
勝
ち
抜
き
、
過
去
最
大
の
三
名
が
中

部
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。国
体
予

選
で
は
右
記
三
名
に
加
え
、
本
下
、
大
竹
、

杉
山
の
三
選
手
も
県
大
会
出
場
を
果
た

し
、
合
計
六
名
が
県
大
会
に
出
場
し
健
闘

し
ま
し
た
。

現
在
、卓
球
部
は

愛
知
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会
西

三
河
予
選
で
の
優

勝
、三
度
目
の
東
海

大
会
出
場
を
目
指

し
て
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。
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七
月
三
十
一
日（
月
）、八
月
一
日（
火
）、

二
日（
水
）の
三
日
間
、県
下
一
三
二
校
五

一
八
名
の
中
学
生
を
迎
え
、山
本
学
園

ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、一
号
館
、

二
号
館
、三
号
館
に
お
い
て
一
日
体
験
入

学
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
六
つ
の
講
座
を
設
け
、開
講

さ
れ
ま
し
た
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
講
座
は「
か

わ
い
い
Ｂ
ｅ
ａ
ｒ
」「
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」の
製
作
、調
理
師
科
講
座

は「
Ｂ
Ｌ
Ｔ
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」の
体
験
、Ｃ

Ｇ
ア
ー
ト
講
座
は
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い「
イ
ラ
ス
ト
」の
製
作
、動
画
ク
リ
エ
イ

タ
ー
講
座
は
専
用
ソ
フ
ト
を
使
い「
自
作

動
画
」の
編
集
、ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

講
座
は「
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
」の
製

作
、ド
ロ
ー
ン
講
座
は
法
律
の
学
習
や
ド

ロ
ー
ン
の
実
演
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。ど
の
講
座
も
多
く
の
中
学
生
が
参
加

し
、大
盛
況
で
し
た
。

　
二
学
期
に
は「
体
験
入
学
・
見
学
会
」が

四
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
魅
力
あ
る
内
容
で
中
学
生
を
迎
え

入
れ
た
い
で
す
。

一
日
体
験
入
学

本
校
主
催
、
三
河
教
育
研
究
会
・
知
立

市
教
育
委
員
会
・
中
日
新
聞
社
後
援
の
「
第

三
十
一
回
山
本
学
園
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
画
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
応
募
が
九
月
四
日
（
月
）

締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
中
学
生
が
創
作

し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
画
を
も
と
に
、
本
校

生
徒
が
実
際
に
作
品
を
製
作
す
る
も
の

で
、
地
域
の
若
い
才
能
を
育
て
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
県
内
の
中
学
校
四
十
三
校
か

ら
二
五
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
作

品
は
い
ず
れ
も
若
い
感
性
が
溢
れ
た
力
作

揃
い
で
し
た
。
製
作
し
た
作
品
は
十
月
二

十
八
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
披
露
さ
れ
ま

す
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

最
優
秀
賞・中
日
新
聞
社
賞

山
田
　
璃
音（
豊
明
栄
中
）

優
秀
賞

菅
瀨
　
友
香（
北
陵
中
）

優
良
賞

大
内
　
来
未（
鳳
来
中
）

佳
作

山
口
笑
幸（
上
郷
中
）、青
山
桜
也

乃（
竜
神
中
）、田
中
亜
実（
浄
水
中
）、志

波
歩
美（
鶴
城
中
）、鈴
木
こ
と
は（
鳳
来

中
）、小
澤
杏
佳（
鳴
海
中
）、谷
茉
莉
香

（
大
高
中
）、三
枝
千
晴
春（
鳴
子
台
）、山

本
悠（
青
海
中
）、後
藤
恵
茉（
豊
明
栄
中
）

第
三
十
一
回
山
本
学
園

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
画

　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト

月
日
　
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日（
金
）

会
場
　
草
刈
グ
ラ
ウ
ン
ド

体
育
祭
結
果
　

優
勝
　
青
組
　

　
１
年
　
２
組
・
３
組
・
12
組
・
13
組
・

　
　
　
　
14
組

　
２
年
　
２
組
・
11
組
・
12
組
・
15
組

　
３
年
　
１
組
・
２
組
・
14
組
・
15
組

　
長
縄
８
の
字
跳
び
結
果

　
　
　
　
一
位
　
267
回
　
３
年
　
15
組

　
　
　
　
二
位
　
236
回
　
２
年
　
２
組

　
　
　
　
三
位
　
 231
回
　
３
年
　
１
組

　
今
年
度
か
ら
、
男
女
共
学
化
と
い
う
こ

と
も
あ
り
昨
年
度
ま
で
と
は
違
い
、赤
組
・

青
組
に
分
か
れ
競
技
を
行
う
体
育
祭
と
な

り
ま
し
た
。

新
二
・
三
年
生
は
一
月
か
ら
、
体
育
祭

執
行
委
員
約
三
十
名
が
集
ま
り
、
新
入
生

の
入
学
し
た
四
月
半
ば
か
ら
は
、
総
勢
約

四
十
五
名
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。生

徒
の
手
で
作
り
上
げ
る
体
育
祭
と
い
う
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
種
目
や
競
技
の

進
め
方
な
ど
を
考
え
、
山
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
体
育
館
に
て
毎
日
遅
く
ま
で
リ
ハ
ー
サ

ル
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
た
め
に
、
当

日
の
朝
を
迎
え
る
ま
で
緊
張
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
当
日
は
運
動
し
や
す
い
気
候
に

恵
ま
れ
、
全
競
技
を
滞
り
な
く
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
組
対
抗
の
た
め
、
組
の
色
で
全

ク
ラ
ス
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
成

し
、
学
年
・
ク
ラ
ス
関
係
な
く
応
援
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。競
技
の
途
中
、
転
ん

で
膝
を
擦
り
む
く
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

競
技
が
終
了
す
る
ま
で
諦
め
ず
に
戦
い
抜

く
こ
と
が
で
き
、
ク
ラ
ス
に
も
精
一
杯
戦

い
抜
い
た
充
実
感
が
あ
ふ
れ
、
ク
ラ
ス
の

絆
が
強
く
な
る
最
高
の
体
育
祭
と
な
り
ま

し
た
。

特
色
あ
る
部
活
動

体
　
育
　
祭

本
校
に
は
、
意
欲
的
に
学
校
生
活
に
取

り
組
み
、
友
人
と
の
交
流
や
人
格
形
成
を

高
め
る
た
め
に
、
時
代
に
即
し
た
多
種
多

様
な
部
活
動
が
あ
り
ま
す
。六
種
の
運
動

部
と
十
一
の
文
化
部
、
一
つ
の
個
人
部
活

が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
四

つ
の
文
化
部
と
一
つ
の
個
人
部
活
を
紹
介

し
ま
す
。

・
ま
ん
が
ア
ニ
メ
部

山
本
学
園
最
大
の
マ
ン
モ
ス
部
活
動
で

す
。日
常
の
活
動
で
は
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

撮
影
会
や
画
集
の
制
作
、
好
み
の
ア
ニ
メ

の
意
見
交
換
な
ど
活
動
の
幅
も
多
様
で

す
。さ
ら
に
、
学
園
祭
で
は
独
自
の
ブ
ー
ス

を
設
け
、
ま
ん
が
ア
ニ
メ
部
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
を
開
催
し
ま
す
。

・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部

報
道
で
も
話
題
に
な
っ
た
、
第
五
回
全

国
高
校
対
抗
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る

各
タ
イ
ト
ル
部
門
へ
の
出
場
や
、
ポ
ケ
モ

ン
ユ
ナ
イ
ト
甲
子
園
２
０
２
３
出
場
も
果

た
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
本
年
度
も
地
域
貢

献
の
視
点
で
、
第
二
十
二
回
知
立
よ
い
と

こ
祭
り
に
お
け
る
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
企
画
の

立
案
、当
日
運
営
も
行
い
ま
し
た
。

・
映
像
研
究
部

昨
年
発
足
し
た
同
好
会
が
、
本
年
よ
り

部
活
動
に
昇
格
し
積
極
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。生
徒
の
様
々
な
活
躍
や
学
校
行
事

を
撮
影
し
、動
画
の
編
集
・
制
作
か
ら
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
ア
ッ
プ
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。顧
問
の
先
生
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
撮
影

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

・
ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
部

「
学
校
キ
レ
イ
で
心
も
キ
レ
イ
！
」
を
合

言
葉
に
笑
顔
で
仲
良
く
、
集
ま
れ
る
と
き

に
集
ま
っ
て
、
皆
で
楽
し
く
お
掃
除
を
し

ま
す
。楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
が
心

の
癒
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。感
染
症
対
策

の
衛
生
活
動
で
も
大
活
躍
中
で
す
。

・
馬
術
部
（
個
人
部
活
）

第
三
十
四
回
東
海
高
等
学
校
馬
術
選
手

権
大
会
に
、
二
年
生
の
武
田
侑
大
さ
ん
が

出
場
し
ま
し
た
。秋
の
東
海
高
等
学
校
馬

術
競
技
王
座
決
定
戦
で
は
一
つ
で
も
勝
ち

進
み
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
七
月
二
十
五
日

（
火
）
に
「
第
三
十
回

Ｐ
Ｃ
入
力
ス
ピ
ー
ド

認
定
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
下
よ
り
四

十
九
校
三
九
九
名
の

中
学
生
が
集
ま
り
、

同
認
定
試
験
の
定
着

ぶ
り
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
認
定
試
験
に
お
い
て
、
十
分
間
で

最
も
多
く
文
字
を
入
力
し
た
生
徒
は
、
一

三
八
六
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
の
部
に
お
い
て
は
、
個
人
戦
に
加
え
、

団
体
戦
も
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
二
十

六
校
七
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

個
人
戦
　結
果

　
優
　
勝
　
一
三
八
六
点
（
二
年
生
）

　
準
優
勝
　
一
三
二
三
点
（
三
年
生
）

　
三
　
位
　
一
二
四
七
点
（
三
年
生
）

団
体
戦
　結
果

　
優
　
勝
　
名
古
屋
市
立
有
松
中
学
校
Ａ

　
準
優
勝
　
岩
倉
市
立
岩
倉
中
学
校
Ａ

　
三
　
位
　
幸
田
町
立
北
部
中
学
校
Ａ

第
三
十
回
ヤ
マ
ガ
ク

Ｐ
Ｃ
入
力
ス
ピ
ー
ド
認
定

　
今
年
度
で
十
一
回

目
を
迎
え
る
ヤ
マ
ガ

ク
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
が
、
中
学
生
を
対

象
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
「
夏
バ
テ

防
止
麺
料
理
」
を

テ
ー
マ
に
県
下
九
校

二
十
三
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
見
た
目

だ
け
で
な
く
、
栄
養
面
ま
で
考
え
ら
れ

た
作
品
が
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

最
優
秀
賞
　並
び
に
　中
日
新
聞
社
賞

　
夏
野
菜
た
っ
ぷ
り
豆
乳
そ
う
め
ん

中
原
　
美
緒（
豊
南
中
）

優
秀
賞

　
栄
養
満
点
ダ
イ
エ
ッ
ト
麺

近
藤
奈
々
子（
鳴
海
中
）

　
野
菜
が
た
っ
ぷ
り

　
　
　
旨
辛
豆
乳
坦
々
冷
や
し
う
ど
ん

横
江
　
優
香（
神
の
倉
中
）

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

　
夏
野
菜
も
り
も
り
そ
う
め
ん

仲
野
早
里
加（
刈
谷
南
中
）

　
パ
ク
パ
ク
肉
や
き
そ
ば

柘
植
　
和
花（
大
高
中
）

第
十
一
回

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

七
月
二
十
二
日（
土
）、八
月
五
日（
土
）、

二
十
六
日（
土
）の
三
日
間
、高
校
生
を
迎

え
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
、デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
、パ
タ
ー
ン・ソ
ー
イ
ン
グ
コ
ー
ス
、シ
ョッ

プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ス
マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ

リ
ン
ト
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、フ
リ
ル
付
け
衿
、フ
リ
ル

付
け
衿
パ
タ
ー
ン
、今
話
題
の
骨
格
診
断
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
を
体
験
製
作
し
ま
し

た
。多
く
の
高
校
生
や
保
護
者
の
参
加
が

あ
り
、楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、今
年
度
の
外
部
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

ナ
ゴ
ヤ
フ
ァッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、Ｙ
Ｋ
Ｋ
フ
ァ

ス
ニ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
他
多
数
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
、学
生
達
が
一
次
審
査
を
通
過
し
、現
在

熱
心
に
作
品
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

専
門
課
程
姉
妹
校
だ
よ
り

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　活
躍
す
る
卒
業
生

中
部
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

　
八
月
二
十
三
日
（
水
）
に
毎
年
恒
例
の

「
中
部
洋
菓
子
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
大
会
」
が

行
わ
れ
、
マ
ジ
パ
ン
仕
上
げ
持
込
部
門
で

大
会
会
長
賞（
二
位
）と
銅
賞（
五
位
）の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。こ
れ
で
八
年
連
続
入

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
年
生
の
学
生
た
ち
は
、
こ
の
夏
に
国

家
資
格「
製
菓
衛
生
師
試
験
」を
受
験
し
ま

し
た
。今
年
度
の
試
験
で
も
、
受
験
者
の
ほ

と
ん
ど
が
合
格
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら

不
合
格
で
あ
っ
た
学
生
も
、
秋
に
行
わ
れ

る
二
回
目
の
受
験
で
全
員
合
格
を
目
指
し

て
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
二
年
生
の
就
職
活
動
で
は
、
中
部
製
菓

の
強
み
で
あ
る
全
員
が
製
菓
業
界
へ
の
就

職
を
目
指
し
て
、
順
調
に
進
路
を
決
定
し

て
い
ま
す
。和･

洋
菓
子
店
、ホ
テ
ル
、ブ
ラ

イ
ダ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ベ
ー
カ
リ
ー
等
、

多
く
の
選
択
肢
の
中
か
ら
学
生
一
人
ひ
と

り
の
希
望
や
適
性
に
合
わ
せ
て
進
路
指
導

を
し
て
い
ま
す
。

中
部
製
菓
専
門
学
校

・
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
結
果

「
バ
ン
フ
ー
学
生
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」

優
秀
賞

・
今
年
度
の
主
な
検
定
取
得
結
果

基
本
情
報
技
術
者
試
験

六
名

Ｊ
ａｖａ
認
定
試
験
二
級

一
名

Ｊ
ａｖａ
認
定
試
験
三
級

二
名

Ｗｅ
ｂ
ク
リ
エ
ー
タ

三
十
九
名

情
報
シ
ス
テ
ム
試
験

六
名

情
報
活
用
試
験
二
級

二
名

情
報
活
用
試
験
三
級

一
名

情
報
処
理
能
力
試
験
一
級

三
名

情
報
処
理
能
力
試
験
三
級

十
四
名

フ
ォ
ト
シ
ョッ
プ
試
験

十
一
名

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

四
十
六
名

ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定

八
名

山
本
学
園
情
報
文
化

専
門
学
校
専
門
課
程

上
級
校
へ
進
学
し
て

調
理
師
科
卒

小
野
　夏
芽

　
私
は
山
本
学
園
高
等

課
程
を
卒
業
後
、お
菓

子
に
つ
い
て
学
び
た
い
と

思
い
中
部
製
菓
専
門
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

専
門
学
校
で
は
高
等
課
程
で
学
び
復
習
に

な
る
教
科
も
あ
り
ま
す
が
、製
菓
衛
生
師

の
資
格
を
取
る
た
め
の
新
し
い
教
科
も
あ

り
、楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
実
習
は
週
に
四
日
あ
り
ま
す
。一
年
生
で

は
洋
菓
子・和
菓
子・パ
ン
の
基
礎
を
学
び
ま

す
。進
む
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
内
容
も
難
し
い

た
め
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、新
し

い
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
自
分
の
将
来

の
た
め
に
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
等
課
程
で
三
年
間
し
っ
か
り
学
ぶ
こ

と
が
、将
来
の
自
分
の
進
む
道
を
見
つ
け
る

近
道
で
す
。充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

一
歩
踏
み
出
す
勇
気

男
子
ビ
ジ
ネ
ス
科
卒

中
村
　荘
太

　
私
は
、山
本
学
園
で

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
り
ま
し
た
。簿
記
な

ど
の
科
目
に
出
会
い
、商

業
の
学
び
に
魅
力
を
感

じ
た
か
ら
で
す
。こ
の
山
本
学
園
で
学
ん
だ

知
識
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に
、大
学
進

学
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
商
科
大
学
経
営
管
理
課

程
で
実
践
的
な
経
営
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。実
践
的
な
経
営
を
学
ん
で
い
く
中
で
、

商
業
の
学
び
を
活
か
す
場
面
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
広
げ
る
た

め
、海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ
ー
ク
ル
設
立

な
ど
、多
く
の
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。挑
戦
に
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。し
か

し
、皆
さ
ん
に
は
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。後
悔
す
る
こ
と

な
く
、勇
気
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

報
告
・
連
絡
・
相
談
の
大
切
さ

男
子
ビ
ジ
ネ
ス
科
卒

髙
橋
　修
斗

私
は
コ
ク
ネ
製
作
株

式
会
社
に
入
社
し
、
四

月
か
ら
研
修
と
し
て
新

入
社
員
教
育
を
し
に
行

き
、
一
ヶ
月
ぐ
ら
い
教
育
を
受
け
五
月
頃

か
ら
現
場
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
失
敗
も
沢
山
あ
り
、
そ
れ
を

上
司
に
報
告
・
連
絡
・
相
談
と
い
う
の
が

当
た
り
前
に
で
き
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

山
本
学
園
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
治
ま
っ
て
き
て
求
人
が
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
就
職
活
動
が
厳
し
い
の
は

変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

将
来
を
見
据
え
る

男
子
ビ
ジ
ネ
ス
科
卒後藤

　蒼
空

　
山
本
学
園
の
専
門
課

程
に
進
学
し
て
半
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

専
門
学
生
は
二
年
間
で

知
識
を
蓄
え
、
社
会
に

出
る
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
専
門
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
情
報
の
分

野
に
集
中
し
て
学
習
を
進
め
て
お
り
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
や
る
べ
き
こ
と
も
増
え
て

い
き
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
国
家
試
験

対
策
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ン
先
を
探
し
始

め
て
い
ま
す
。
二
年
と
い
う
期
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
私
は

こ
の
半
年
で
そ
れ
を
確
信
し
ま
し
た
。
優

秀
な
人
材
と
な
る
た
め
、
私
は
悔
い
の
残

ら
な
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
数
年
後
に
後
悔
し
な
い
よ
う

な
毎
日
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

夢
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
卒遠藤

　小
桜

　
私
は
こ
の
春
、
夢
へ

の
一
歩
と
し
て
中
部

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
入
学
後
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
忙
し

く
、
パ
タ
ー
ン
の
授
業
な
ど
は
初
め
て
の

事
が
多
く
て
最
初
は
追
い
付
く
だ
け
で
も

大
変
で
し
た
。
で
も
今
で
は
ク
ラ
ス
で
協

力
し
、
互
い
に
教
え
合
い
一
致
団
結
し
な

が
ら
楽
し
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
検
定
な
ど
も
控
え
て
い
る
の

で
、
少
し
で
も
多
く
合
格
出
来
る
よ
う
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
楽
し
み
つ
つ
頑
張
り
た

い
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

調
理
師
科
卒

原
　真
琉
亜

　
私
は
山
本
学
園
を
卒

業
し
、四
月
か
ら
介
護
の

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。入
職
し
て
す
ぐ
初

任
者
研
修
が
あ
り
、基

礎
か
ら
教
わ
る
為
毎
日
勉
強
ば
か
り
で
し

た
が
介
護
資
格
を
取
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

早
番
、日
勤
、遅
番
、夜
勤
と
覚
え
た
り
す

る
事
が
沢
山
あ
り
大
変
で
す
が
、少
し
ず
つ

慣
れ
て
今
で
は
利
用
者
さ
ん
と
話
を
し
た

り
レ
ク
を
し
た
り
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。山
本
学
園
で
学
ん
だ
中
で一
番
大
事

な
の
は
、友
達
、調
理
班
、先
生
、後
輩
と
の

言
葉
遣
い
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い

ま
す
。正
し
い
言
葉
遣
い
を
教
え
て
頂
き
、

利
用
者
さ
ん
、先
輩
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
取
る
際
に
必
要
な
の
で
学
べ
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。就
職
希
望
の
皆
さ
ん
、面

接
の
練
習
だ
と
思
い
な
が
ら
日
々
の
言
葉
遣

い
に
気
を
つ
け
て
頑
張
って
下
さ
い
。
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